
令和６年度 学校教育目標及び学校経営方針全体計画
松阪市立中川小学校

Ⅲ 努力事項と具体的方策

≪経営の基調≫
☆ＰＤＣＡマネジメントサイクル、学校自己評価を生かした取り組みの推進に努める。上記全項目について評価を行い、改善を図る。
☆全職員が全児童の指導にあたることを基本とする。生徒指導は、人権を大切にした指導と児童理解に基づく組織的な対応をする。
☆何事においても、教職員の率先垂範により具現化を図る。また、どんな課題についても全職員が協力して、誠実、迅速、柔軟に対応する。
☆教職員の健康や勤務時間等に留意し、働きやすく、また、働きがいのある職場づくりに努める。

学 校 教 育 目 標

『自分大好き！、友だち大好き！、学校大好き！』

松阪市教育ビジョン
本居宣長さんの教え

松阪市人権教育基本方針
全ての教育活動･指導の根幹とする

未来の礎となる力

の育成

自ら学び、考え行動する子 なかまを大切にする子 明るくたくましい子

Ⅰ めざす子ども像
『確かな学力』 『豊かな心』 『健やかな体』

①よく聴き、進んで発表
②課題に粘り強く取り組む
③自ら学ぶ力を持ち、自信
を持って学習に取り組む

①豊かな人権感覚を持つ
②なかまと共に喜怒哀楽
を共感

③認め合い支え合う
④決まりある生活

①元気なあいさつ
②外で元気に遊ぶ
③危険を予知し、安全行動
④健康・体力づくりに励む

①読み書き計算の基礎基本
ができている

②興味と関心を広げ、自分
から課題を見つける

③課題解決に向けて、粘り
強く取り組む

④本が好きで、図書室をよ
く利用している

⑤チャイムが鳴ったら自分
の席に着き学習準備がで
きている

①相手の気持ちを考え、
互いに尊重しあって生
活する

②自分のしんどい思いを
話しているなかまのし
んどい思いを受け止め
ている

③相手の思いをしっかり
聴いている

④自分の思いを言葉で伝
えている

⑤誘い合って遊んでいる
⑥ものごとの善悪を正し
く判断し、礼儀や規範
意識を大切に据える

①進んであいさつし、感謝
の言葉を言える

②外で元気に遊んでいる
③自他の健康（命）を大切
にしている

④進んで体力づくりに取り
組んでいる

Ⅱ 本年度の重点取り組み(ＰＤＣＡサイクルの取り組み)

①意欲的に未来を切り拓く子
どもの育成

②学力の定着度の把握（学調
・みえスタ・松阪標準）

③基礎・基本の確実な定着
④一人ひとりの子どもに合っ
た課題解決学習

⑤個人思考・協働して課題を
解決する学習活動の工夫

⑥学んだことを日常生活や他
の学習でも役立てる

⑦学習規律の定着

①教育的に不利な環境のもとにある子どもを中心に
すえたなかまづくり

②なかまづくりと連動した人権学習を充実させて、
子ども一人ひとりの自己実現をめざす

③人間関係の把握(Ｑ－Ｕ)に基づく個人指導と学級
集団づくり

④多面的な子どもの評価(いい所、得意な事を見つ
けよう「がんばれ」から「がんばってるね」)

⑤子どもや保護者の立場になって訴えをよく聞き、
共に悩みを解決する

⑥保護者とつながる(悪い時だけでなくいい時も家
庭訪問し、子どもが背負っているものを把握)

①あいさつ運動の推進
②縦割り班活動の充実
③子どもと遊ぶ

④子どもが主体的に取り組む

体力づくり(なわとび・持久

走等)

⑤集団行動訓練(集まる・並ぶ

・静かに待つ等)

⑥交通安全教室
⑦安全点検

Ⅳめざす教師像
①指導力の向上を求め、
情熱を持って努力す
る教師(指導力・実践
力)

②子どものわずかな進
歩も見逃さず、ほめ
る教師(ほめ上手）

③人権感覚を常に磨き、
人権の立場から考え
行動する教師(人権感
覚)

④子どもの成長をみつ
め、共に感動する愛
情あふれる教師(共感
力・人間愛）

⑤社会に目を向け、豊
かな人間性と社会性
を持とうとする教師
(人間的魅力)

⑥誠意を持って何事に
も臨み、地域・家庭
と共に歩む教師(信頼
感)

Ⅴめざす学校像
①子どもも教師も、明る
いあいさつが飛び交う
学校

②子どもが主人公で、心
の響き合う温かな雰囲
気のある学校

③人権感覚豊かな学校
④学習環境を整え、子ど
ものやる気が満ちてい
る学校

⑤授業交流が日常的に、
気楽に行われる学校

⑥子どもや授業の「井戸
端会議」がある学校

⑦子どもや学校の課題に
全職員で取り組む学校

⑧環境が、明るく、静か
で美しく整備されてい
る学校(掃除の充実)

⑨保護者・地域に開かれ
共に連携する学校

教育環境の整備
１学習教材・備品の整備と充実
２校舎老朽化に伴う修繕と安全確保

学校の特色化
１地域の環境を見つめる目を育てる
○地域の自然や環境学習

２「なかまづくり」と確かな学力
○授業研究による資質向上
○学級満足度調査（ＱＵ）

３保護者や地域との連携強化

○地域の特色を生かした体験学習の重

視と情報機器の効果的活用

○授業公開日を設定（年 2回）
○「中川まちづくり協議会」との連携

４子どもを「共育」する学校

○家庭や地域との積極的な連携

○学校だより、HP による地域への発信
５教育相談の充実（ハ－トケア相談員、

スクールカウンセラーの活用）

学力を高めるための方策
１授業時数の確保
○授業時数チェックと弾力的な運用

２わかる授業と公開授業の実施
○全員が年１回授業公開(授業確保優先)
○指導主事・講師を招いての研修

○情報機器を活用した授業研究

３授業改善
○ＩＣＴの効果的な活用

○教科担任制の導入とＴ・Ｔ授業の充実

〇各種調査結果等の分析による授業改善

４「朝の学習タイム」の活用

○朝の読書、学習での基礎基本の定着

教職員の意識改革
１学校経営品質
○アセスメントの実施と学校運営の改善

○目標達成に向けた協働体制の強化

○新採教員及び若手教職員の育成

２学校自己評価

○職員による評価と課題への取組み

○保護者(子ども)による学校評価

○学校自己評価・保護者評価等の公表

○学校運営協議会の設置

３異校種間職員交流（幼小中連携）

○幼稚園・保育園及び中学校での研修

危機管理
１個人情報の管理
２保護者・地域と連携した防犯パトロール
○まちづくり協議会防犯パトロール

３施設設備の安全点検と整備
４教職員の健康管理と服務管理
５コンプライアンスミーティングの実施（年 2
回）

多文化共生の教育
１外国語活動・ＡＬＴ・ＥＳＴの活用によ
る多文化理解

２我が国や外国の文化伝統についての理解

特別支援教育の充実
１保護者や専門機関との連携による個別指導
２全教職員による見守りと指導

読書活動の充実
１図書入れ替えと冊数の充実
２図書館司書による図書館整備と管理
３読書習慣を身につける取り組みの充実

働き方改革
１定時退校日を月２日設定し、80％実施
２時間外労働時間の月平均を 19.6時間、年 360
時間・月 45 時間を超える時間外労働時間者
数を、0人に目標設定

３年休取得を年 21.7日以上に目標設定
４スマート会議（60分以内）を 70％実施
５教職員の健康状態の把握とアドバイス


